
様式Ｃ－１９

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書
平成 25年 5月 17日現在

研究成果の概要（和文）：本研究課題は、我が国に固有のギャンブルであるパチンコ・パチスロ

遊技にかかわって病的ないし深刻な嗜癖の状態にある成人を対象とした、集団認知行動療法

（GCBT-pg）の効果の効果検討を目的としたものである。５回セッションからなるプログラム
に 33名の成人が参加した。結果から、①ベースライン（介入前の waiting）期に比べ、介入中
および介入後では、費やす時間と金額の減少、渇望の低減が認められた、②６ヶ月のフォロー

アップ前にドロップアウトした者（33名中 5名）を除く、すべての研究協力者において、介入
終了時までに費やす時間と金額の減少が認められ、6 ヶ月後まで完全な離脱が維持された者は
およそ半数（28 名中 13 名）、このうちさらに 12 ヶ月後まで完全な離脱が持続した者は（24
名中 7名）であった、③同じ内容の５回の個別介入では、集団介入に比べ完全な離脱の割合は
高かった（8名中 5名）が、ドロップアウト率（8名中 2名）は大差ないこと、などが確認さ
れた。

研究成果の概要（英文）：
Studies were conducted to confirm the efficacy of group cognitive behavior therapy for 
pathological/problem gambling in Japan, especially among pachinko (pinball-, slot-machine 
like games) addicted adults. Thirty-three adults with serious gambling problem were 
participated in a 5-session group therapy. Five (15.2%) participants were dropped out from 
therapy session or before 6-month followup. Every participant completed the therapy and 
6-month followup showed decreasing the amount time and money associated with 
gambling. Thirteen (39.4%) participants succeeded in perfect quitting at the 6 months 
followup. Seven participants reported more than 12-month cessation. These results were 
almost similar to those obtained from a 5-session individual intervention for eight 
participants. 
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１．研究開始当初の背景
病的ギャンブリング（ pathological
gambling）は、米国精神医学マニュアル
DSM-IV-TRおよび国際疾病分類ICD-10におい
て「衝動（制御）の障害」として扱われ、ひ
とつの精神疾患・心理的問題として規定され
ている。この診断基準を満たすに至らないも
のの、生活や精神的健康などに深刻な影響が
ある問題ギャンブリング problem gambling
とあわせ、その予防と治療、再発防止は多く
の国々で、重要な課題となっている。もちろ
ん、その深刻さの程度は、各国のギャンブル
についての諸事情が関連している。
我が国には、パチンコ・パチスロ遊技とい
う、法的には「風俗」とされる民営の、事実
上のギャンブルが全国に存在し、巨大産業と
なっている。経済規模および遊行者数からみ
てもその規模は大きく、この遊技に関して深
刻な嗜癖状態にある者は 100 万人を越えてい
るとも推計されている。
個人の経済破綻や家族の離散、自殺や事故、
犯罪事件の背景となることもしばしばであ
る、このユニークなギャンブルへの嗜癖の問
題について、社会的関心は決して低くはない
が、物質依存等と比較して、精神科医療等で
の対応は大きく遅れをとっている。多くの場
合は、併存する抑うつの服薬治療と GA（ギャ
ンブラーズ・アノニマス）など当自助グルー
プへの参加を促すといった支援にならざる
を得ない。GA は、一定の当事者のニーズを確
実に満たすものとして評価され、全国に展開
しており、これらの問題を抱えた方々への、
集団療法の有効性を示唆するが、それが問題
の改善につながる確率はさほど高くはない。
先進諸外国では、ギャンブル問題への心理
学的介入としては、認知行動療法（cognitive
behavior therapy）への期待が高い。しかし、
我が国でこのアプローチを用いた介入研究
は不十分である。

２．研究の目的
パチンコ遊技（いわゆるパチンコとパチス
ロをあわせて、以下同じ）に限定して、集団
認知行動療法介入のプログラムを開発し、
「病的ギャンブリング」の診断基準を満たす、
あるいはそれに準ずる「問題ギャンブリン
グ」にあたる成人を研究協力者としてその介
入効果を検討することがねらいである。
具体的には、４年計画として、①パチン
コ・パチスロというギャンブルの特性にあわ
せた認知行動療法を基礎とした介入プログ
ラムを作成する、②同じくこれらの問題にあ
わせた介入効果のアセスメントツール・方法
を確立する、③介入前（待機期）、介入中、
および介入後の評価についてデータを蓄積

し効果を検討する、④個人介入による認知行
動療法介入を希望した方々のデータと、集団
介入の結果比較し、⑤日本独自のギャンブル
のための集団および個別の認知行動療法介
入手引きを作成し公表する、までが目的とさ
れた。

３．研究の方法
パチンコ遊技に関する「病的ギャンブリン
グ」者およびそれに準ずる「問題ギャンブリ
ング」者に該当する成人を一般から募り、数
回の集団認知行動療法を企画した。ここで行
われる集団介入研究では、ほぼ問題の重篤度
が等質な最低 3名最大 6名からなる研究協力
者を対象とし、データが蓄積された。5 セッ
ションの介入比較を１クールとして、4 年間
の研究期間で、実施方法に違いのない、7 つ
の集団介入クールが実施され（新潟、札幌、
横浜）、計 33 名の参加協力が得られた。手段
認知行動療法の 1クールは、事前の調査（郵
送）に続き、計 5 回のセッションからなり、
1セッションはすべて 90 分であった。個別の
認知行動療法介入では、１回のセッションは
50 分であり、それ以外は同じであった。1回
から 4 回までは、2 週間の間隔で行われ、第
4 回から最終の第 5 回セッションまでは、4
週間の間隔とされた。6ヶ月後、12 ヶ月後の
フォローアップが、郵送ないし電子メールに
よって確認された。
5回のセッションは、以下から構成された。
参加メンバーの自己紹介（集団の場合のみ）、
参加メンバーの過去のパチンコにからむ問
題暦といくつかのエピソードの開示、パチン
コ遊技行動と費やした金額、衝動のセルフモ
ニター法の確認、パチンコをしてしまうトリ
ガー（刺激性制御）と気持ちの高まり（確立
操作）についての心理教育とその同定および
対処について話合い、パチンコすることで得
られるもの（随伴性制御）についての心理教
育とその特定、パチンコへの接近に寄与して
しまう言い訳（自動思考の一種）についての
心理教育と特定、ワークシート記入について
の心理教育とその完成、代替活動の意義につ
いての心理教育と話合い、誘因喚起に対する
手がかりエクスポージャー実践とそのホー
ムワークについての説明、パチンコ仲間から
の誘いに対処する対人スキルについての訓
練、嫌悪イメージ想起の説明と実践およびホ
ームワークの提案、再発防止のスキル訓練と
再発リスクの高い場面への対処方法のロー
ルプレイ、再発防止につながるイメージの想
起訓練、家族（重要な他者）への協力の求め
方、要望があった家族（重要な他者）からの
質問への対応、などから構成された。アセス
メントとしては、パチンコにあてる時間とお



金の使い方の変動（２週単位）、衝動の強さ、
一定以上の衝動を覚える頻度、依存から抜け
出せそうかどうかの自己効力感、代替活動へ
の発展状況、などが継続的に測定された。

４．研究成果
計 5セッションからなる集団認知療法プロ
グラムには、33 名が参加した。全員、認知行
動療法介入を過去に受けたことはなく（精神
科治療暦、GA への参加経験、認知行動療法以
外のカウンセリングを受けた経験などにつ
いては様々であった）、パチンコをするよう
になって 5年以上が経過しており、最低でも
２年間は、DSM-IV-TR にある、病的ギャンブ
リングの診断基準のうち、「（パチンコに勝つ
頃、お金を工面すること、家族などにばれず
にでかけること、またおさえられなくなるの
ではないか、などで）頭がいつも占められて
いる」、「自力でパチンコをやめる自信がもて
ていない」、「過去にパチンコのせいで金銭面
や人間関係面でトラブルを経験したにもか
かわらず、まだ楽しみたいという気持ちが残
っている」といった心理が明確に認められ、
カウンセリングを希望する方を、本研究での
問題ギャンブリングとして、参加希望を受け
入れた。参加者は全員、介入開始前 12 ヶ月
以上の間に最低 1度は離脱に失敗した（つま
り、最低でも 1回は時間とお金をパチンコに
ついやしていた）経験があった。最低年齢は
24 才で、最高年齢は 68 才であった。このう
ち、5回終了前にドロップアウト、ないしは、
6 ヶ月時点でのフォローアップに返信が得ら
れなかった者は 4名、継続したが 2回以上欠
席した者が 1名であった。これら 5名（すべ
て男性、平均 29.4 才）を除いた 28 名（男性
27 名女性 1 名、平均年齢は 38.2 才）につい
て、結果は以下のとおりであった。
①計５回のセッションの終了後 6ヶ月時点で、
完全な離脱が継続している（1 度もパチンコ
をしていない）者は 13 名であり、うち 7 名
に関しては、12 ヶ月時点でも、完全な離脱が
継続中であることが確認された（13 名中 4名
は本報告作成時にまだ 12 ヶ月に達していな
いため特定できず、13 名中 2名は、6ヶ月後
12 ヶ月までにわずかな回数であるが離脱が
あった。ただし、この 2名は、その後あらた
に 6ヶ月以上、離脱が継続できているとの報
告が得られた）、②介入終了時に 1 ヶ月以上
の離脱の継続が確認されたものの、介入終了
時から 6ヶ月後までの５ヶ月の間にわずかな
再発が認められ、その後あらためて完全な離
脱が３ヶ月以上継続している者は 3名であっ
た。③介入終了時に 1ヶ月以上の完全な離脱
が確認されたものの、介入終了時から 6ヶ月
後までに１回以上の再発があり、その後も完
全な離脱の継続はなく、しかし「回数はかな
り減った」と自己評価した者は、6 名であっ

た（1名の女性を含む）。④介入期間中から介
入後も一貫して、2 週間以上の離脱が認めら
れなかった者は 2名であった。
この他、本人の希望があったため、集団介
入ではなく、同じプログラムによる 5 回（1
回あたり 50 分）にわたる認知行動療法個人
介入を受けた 8名のうち、5名は 12 ヶ月後も
完全な離脱が継続できていることが確認さ
れた。ただし、これら 5 名の中には、5 回セ
ッション後も、個人介入を希望し継続してい
る者が含まれるため、その点で介入後につい
て公平な比較は困難である。1 名は、介入前
に比べ回数は減ったが完全な離脱はできな
かった。他に 2名の、個人介入からのドロッ
プアウトがあった。
プログラムの終了後に、参加者から得られ
た感想には以下のようなものがあった。「パ
チンコ、ギャンブルのことをここまでいろい
ろな方面から考えたことが無かったし、似た
ような経験を持つ人たちの体験を聞きなが
ら、さまざまな共通点を見つけ出すことがで
きたのでよかった」、「『ギャンブルでないギ
ャンブル』、『パチンコでないワクワク』つま
り、パチンコの代替活動についていろいろ話
ができたことが一番ためになった」、「昔の趣
味である○○を再開できたおかげで、家族か
らの信頼も回復しつつある」、「何度も止める
ことにチャレンジして達成できなかったが、
今度はだいじょうぶなような気がする。絶対
やらないぞ、といった精神論でなく、こうい
う危ない状況があったら、こうしてみること
ができる、という方法を練習できたのは、と
ても役に立つと思う」。完全な離脱に至らな
かった参加者からも、「常に家内同伴で、低
額の娯楽として、金額をきめて遊べるように
なった。迷惑をかけた家内に理解してもらい、
わずかではあるが、信頼を回復するきっかけ
になった」といった感想が得られた。
なお、研究協力者が自発的に発展させたパ
チンコの代替活動には、釣りや楽器の演奏、
サイクリング、子どもが所属したスポーツク
ラブのコーチ役としての活動、などがあった。
これらのほとんどは、まったく経験のない活
動ではなく、過去の経験の復活、とみなせる
ものが大半であった。中には、ゲームセンタ
ーのゲーム、自宅で楽しめるゲームといった
ものもあった。ゲームセンターのコインゲー
ムに置き換えたという参加者からは、「ゲー
ム機の原理も、お金を遣うことも同じである
が、コインゲームでは『負けを取り返す』こ
とができない点で、パチンコとは違うため
『悔しさは残っても熱くはならない』といっ
た感想が得られた。このほか、パチンコには
まっている人にアクセスしてもらうブログ
を開設し、ネット上での交友を広げることが
代替活動となっているとみなせる方もあっ
た。



以上、十分に明白な結論を導くことはでき
ないが、集団認知行動療法を受けた者は、ド
ロップアウトを除くすべての参加者におい
て、介入前よりも顕著に減少し、13 名（39.4%）
は介入後 12 ヶ月後のフォローアップでも、
完全な離脱が達成されたことが確認された。
これらは、個人介入による認知行動療法の成
績と比較して大差のない結果であること考
察された。今後、さらにデータを蓄積した上
での検討が必要である。
また、90 分セッション５回からなる集団療
法（３名以上、６名以下）として得られた結
果であることを考慮すれば、本研究で開発さ
れた集団認知行動療法プログラムは、コスト
パフォーマンスの高い、期待できるプログラ
ムであると結論することができる。
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